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2008 年度・キリスト教学講義 宗教的象徴と宗教言語

Ⅰ：宗教現象としてのキリスト教Ⅰ：宗教現象としてのキリスト教

＜前回＞ 聖なるもの（→Ｏ）、ヌミノーゼとヒエロファニー

１．オットー：魅する秘義(mysterium fascinans)─戦慄すべき秘義(mysterium tremendum)

２．エリアーデ：ヒエロファニー＝聖なるものの顕現（経験可能な領域への具象的現れ）

遠ざかる最高神（隔絶神） → 聖なるものの忘却と死

３．三層構造世界観・世界軸、カオスからコスモスへ（創世神話）

４．ヒエロファニーとコスモス（秩序ある居住可能な世界）の生成

秩序の三重構造：国土－都市－建物

５．教会建築のコスモロジー

６．都市のコスモロジー、都の条件は何か（意味と機能）

平城京、平安京、江戸

７．宗教経験の構造： 聖（超越・意味根拠）

Ｑ：キリスト教的な宗教経験は

m.t. m.f. 左図のどこにプロットされる

か。

俗（内在・意味世界）

第５講：宗教的象徴と宗教言語

１ キリスト教象徴世界

（１）宗教的象徴

１．「Ｓ－Ｍ－Ｏ」モデルにおけるＭの意義

これまでの講義では、信仰（究極的関心、Ｓ→）と信仰対象（聖なるもの、→Ｏ）と

いう二つの構成要素に注目して宗教現象について説明を行ってきた。それによって、宗

教的現実が、究極的、非日常的といった著しい特徴を有し、きわめて大きな力・強烈な

現実性として信仰者に経験されていることが明らかになった──もちろん、宗教現象学

という方法論の制約から、議論は典型的で純粋な例・現象に即して行われた──。

次の問題は、これほどの強烈な実在性や力の現象を可能しているものは何か、という

ことになる。これは、いわば宗教現象の力の秘密に関わる問題であり、本講義では、そ

れを宗教現象構造モデルにおける「Ｍ」において扱うことにしたい。Ｍとは、宗教的現

実性を構成する宗教的象徴そして象徴体系（＝象徴世界）であり、それには宗教現象に

おける具体性の一切が含まれるが、機能という点から言えば、媒介機能の担い手として

位置付けることができる。

２．Ｍ：媒介機能（実体ではなく機能に着目）
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宗教的象徴は、数珠や護符のように比較的小さなものから、山や川などの自然物、さ

らに星や星座という超巨大なスケールのものまで多岐にわたっており、また、視覚的イ

メージ、音・声、匂い（お香）など、その形態においても様々である。したがって、宗

教的象徴の多様性を実体的側面から統一的に理解することはきわめて困難である。本講

義では、宗教的象徴について、その機能・働きという観点からの理解を試みることにす

る。

３．宗教的現実性は象徴によって構成される＝象徴世界と意味世界

象徴世界とは、第２講で、説明した「意味世界」にほぼ対応したものであり、意味世

界を構築する能力としての象徴を操る力は、象徴世界を構築する能力と解することがで

きる。ただし、意味世界に関しては、象徴世界における意味の次元であるとしてより限

定的に解することもできる。

（２）「言葉の宗教」としてのキリスト教

４．聖書の宗教における、言語・意味・聴覚の優位 → cf. ギリシャ、仏教

宗教的現実・実在が宗教的象徴によって構成されるということは、すべての宗教に当

てはまる特徴であるが、個々の宗教に即してみると、どのような形態の象徴が重視され

るかにおいて、差異が見られる。

聖書的宗教（ヘブライズム）における言語・聴覚の優位性（偶像禁止に関連する）に

ついては、これまで多くの研究者によって、古代ギリシャの宗教（ヘレニズム）におけ

る像・視覚の優位性との比較が行われてきた。

Ｑ：仏教における仏像の起源に関してはヘレニズムの影響という有名な学説が存在

するが、仏教における象徴世界の特徴は、どのように理解すべきか。

５．この聖書的宗教の特徴付けを支持する事例として次のものが挙げられる。

・言語行為と創造行為（神の天地創造は言葉による創造である）

・「イスラエルよ、聞け」（申命記）

・「この律法を口から離すことなく」（ヨシュア記 1:8）
・「信仰は聞くことにより、キリストの言葉を聞くことによって始まる」（Rom.10:17)
・キリスト（神の言葉、先在のロゴスの受肉）─聖書─説教。キリスト教の核心には言

語的象徴が存在する。言語なしには、キリスト教的実在は成り立たない。

６．神象徴と経験領域（宗教経験─表現形態）

神＜超越性／内在性、不可視性・偶像禁止／経験可能性＞ → 神自体と神表象の区別

前回論じたヒエロファニーの問題は、ヒエロファニーが起こる場の問題という点から

見れば、宗教的象徴の問題と解することができる。神象徴は、日常経験から得られた象

徴を素材として、それに宗 教的媒介機能を付与したものに他ならない。

(1)旧約聖書の神象徴：詩編 日常経験の場

盾、やぐら（砦の塔）、避け所 → 軍事

腕、足 → 身体

父、主、牧者 → 社会関係、人格、生産
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Ｑ：詩編における神象徴をリストアップし、分類整理せよ。

(2)キリスト（キリスト論的称号）

神の子、人の子、ダビデの子、救い主（メシア）、主、ロゴス

道、真理、いのち（ヨハネ的象徴）

魚（形態化）

(3)聖霊：「わたしは＜霊＞が鳩のように天から降って、この方の上にとどまるのを

見た」（ヨハネ 1:32）

（３）媒介機能の諸次元

７．媒介機能の二つの次元

宗教的象徴における媒介機能については、次の二つの次元を区別することができる。

これは、フロイトの精神分析学において、「夢」象徴が、夢の解釈学（意味の次元）と

夢の欲望論（力の次元）の二つの仕方で扱われていることに対応している。

①意味の媒介 → 言語（ラング／パロール）

象徴は意味を媒介する、意味を伝達することによって、信仰者と聖なるものを媒

介する。象徴の意味の解釈は、象徴研究の中心問題である。

しかし、この場合、意味とは何か。象徴の意味のポイントは、体系性と恣意性に

ある。象徴の意味はその象徴が置かれた象徴体系内部においてはじめて理解可能

になる。

体系性：記号体系内における諸記号との関係（差異性） → 記号論

「意味は実体ではなく関係である」

多義性：隠喩論

恣意性： → 正当化の問題（意味の問いとしての宗教！）

歴史性：メッセージ・了解・伝承（→近代聖書学） → 解釈学

Ｑ：以上の点を、「十字架」という象徴において説明せよ。キリスト教的

象徴としての十字架の意味は、キリスト教象徴世界において分析されね

ばならない。

②力の媒介（効果）

意識・無意識・感性・身体の諸レベルへの効果 → 説得力

Ｑ：それぞれのレベルにおける力の媒介について、具体例を挙げて説明

せよ。

８．多チャンネルにおいて媒介作用を行い得る点に、象徴が持つ説得力の秘密がある。

９．力・作用・効果の媒介の二つのレベル

③心理的レベル → 外的な現実開示（意味の発見）と内的な心の開示
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ex. 芸術における美的経験

芸術が「わかる」という経験

心の統合機能（→精神分析）

④共同体的レベル

共同体の統合 → 統合・排除の二重性（境界設定）

国旗・国歌という政治的象徴の機能

制服の機能

なぜ、「踏み絵」は有効性を発揮できたのか

10．研究の射程：宗教的象徴から宗教全般へ

聖なるものの経験とヒエロファニーとの相互連関によって構成される宗教経験

（あるいは、経験と象徴表現の相互連関・循環性）

← → 究極的関心・生の形態化

→ 教義・思想・観念・体系

→ 倫理・実践

２ 宗教的実在と宗教言語

現代宗教学自体は、その価値中立性からわかるように、有神論と無神論のいずれにも荷

担しない（で、議論を進めることができる）。これまで、神の実在という問題は、括弧に

入れて議論が進められてきた。この点に変わりはないが、宗教的象徴論に基づくことによ

って、有神論と無神論の争点が何であるかについては、より精密な分析が可能になる。

＜問題＞ 宗教的実在とは何か？

実在論か反実在論か、有神論か無神論か

＜方法＞ 言語、とくに隠喩に注目する。

Time is Money. 時は金なり。

１．意味（Sinn, sense）と指示（Bedeutung、reference）の区別

・フレーゲの言語哲学：

・或る記号の意味は、記号体系内の他の諸記号との関係性（類似と差異）において構成

される。言語の意味は、言語体系内の関係である。それに対して、指示とは言語・記

号と言語体系外の実在との関係である。

・宵の明星と明けの明星とは、意味は異なるが、指示は同一である。

・「現在の日本の大統領」は意味はあるが指示はない。「丸い三角形」は意味も指示も

ない。

２．反実在論とは指示機能の否定論である。無神論とは、神象徴が指示機能を有しない、

神象徴は体系外部のいかなる実在も指示しない、とする立場である。

有神論と無神論との争点は言語の指示機能の評価にある。

cf. 科学言語をめぐる類似の問題。理論言語は実在を指示するのか。

科学哲学における実在論と反実在論。

３．では、宗教言語、たとえば、宗教的隠喩は、指示機能を有するか。
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「神には父である」「父なる神」

４．伝統的な隠喩論（旧修辞学、隠喩の代置理論）から、新しい隠喩論へ

・伝統的な隠喩論

隠喩とは類似に基づく語の置き換えであり、元の語を復元することによってその

意味は確定できる。新しい認識を何も付け加えない（プラス、マイナス、ゼロ）、

単なる装飾である。つまり、隠喩とは指示機能を有しない。

フィクションはあくまで、フィクションであって、ノン・フィクションではな

い。詩的言語は詩人の内的世界・情動の表出である。

・新しい隠喩論

成功した新しい隠喩表現は、現実についての新しい見方・認知をもたらす（新し

い隠喩は繰り返し反復されることによって、辞書に登録され、意味の革新性を喪失

する）。成功した生きた隠喩は、次々と認知の連鎖を生じる。

「時は金なり」→ 「時間がない」「君のために、時間を割いてあげる」

Ｑ：「人生は旅である」によって、同様の議論を行え。

新しい隠喩は、それまで気づかれてこなかった実在間の類比関係を顕わにする。

５．宗教言語・隠喩の指示を論じるには、指示機能のさらなる分析が必要である（以下、

リクールによる）

詩的言語、宗教言語における指示機能は、第一度の指示の廃棄にもとづく第二度の指

示の開示と考える必要がある。

「フィクションはノン・フィクションではない」とは、第一度の指示機能（日常的あ

るいは科学的経験における実在・現実に対する指示）の否定を意味する。しかし、第二

度の指示の否定と解する必要はない。

人間の真実を語るという点で、詩は歴史よりも優れている。純粋な端的な人間性を

表現することによって、人間についての真理を語っている（アリストテレス）。

６．第二度の指示とは、日常的現実あるいは日常経験においては隠されている「実在」「真

理」への指示機能。いわゆる「理念」（自由、平等、美、愛など）の実在性とは、第二

度の指示の事柄ではないか。理念は、それ自体としてはどこにもない、しかし、理念は

人間性にとって決定的な意義がある。

７．第二度の指示のレベルで問われるのは、現実を別様に見る能力である。

倫理、芸術、そして宗教の意味が問われるレベル

現実を別様に見る → 現実の批判的相対化する力＝夢見る能力

→ 新しい自己の発見と新しい生き方の生成

８．宗教的実在とは、宗教言語の第二度の指示機能において開示された新しい実在である。

無神論は神象徴における第一度の指示の否定論としては成功しても、それは第二度

の指示の否定論として成功するとは限らない。真の争点はここにある。

９．本講義において、後ほど取り上げる「神の国」は、以上の議論の延長線上に位置づけ

られる。今年度は、時間的制約から詳細を論じる余裕はないが、1970 年代以降の聖書

学における「イエスの譬え」研究の新たな展開は、これまでの議論に照らして見るとき、
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その意義が明らかになる。
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